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ふもと人の思い出ふもと人の思い出ふもと人の思い出

　                     もと通信を読ませて頂き、改めて眉山の事を思い浮かべる

            きっかけになりました。私にとっての眉山というのは、もの心ついた

            時から当たり前にそこにあった山で、遊び場であり、また学びの場

          でもあり、四季の移ろいを感じさせてくれる色々な顔を持つ山です。

　     私が通っていた新町小学校は、まさに眉山のふもとにあり、校庭から

よく滑る子供達のお気に入りの場所があり、肝試しさながらに上から

ざーと滑り降りるスリルを味わっては楽しんでいました。（親は知らぬが

仏）こんな事をしながら自然と危険回避とバランス感覚を養っていったの

　　　　　　　　　　　です。又休みの日には、先生と一緒にクラス全員で新聞紙を硬く折りたたんで作った

刀を持ち、眉山の頂上に登り（その時代頂上は一面熊笹に覆われていた）ちゃんばらごっこをして遊んだ思い

出が楽しく鮮明に記憶に残っています。と書きましたが、本当は「ふもと通信」を読んだから思い出した記憶

です( 笑 )。こんな思い出一杯の眉山も普段はそこにあるだけの山なのですが、いったん地元を離れるとこんな

に懐かしい山はありません。若い頃数年東京で暮らし、帰省する度（昔は橋が無かったので船で帰っていたの

ですが）徳島に近づき船上から夕日に染められた眉山のシルエットが見えてきだすと、

毎回涙がじんわりと出てきたものでした。行く時には出ない涙が。
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みなさんからの、眉山に関する記事や情報をお待ちしております！眉山にまつわる昔話、お勧めの登山道、四季折々の自然など、
みなさんが日ごろ感じていることなども添えてお寄せ下さい。Webや「ふもと通信」などでご紹介させていただきます。また「ふも
となかま」も合わせて募集しています。情報収集や、イベントなどに一緒に参加してくださる方「ふもとなかま」に入りませんか？

記事・情報
募　集！
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第1回目の授賞式の様子賞式の様子

　毎週、毎月･･･継続して行っている自主講座が多数ありますが、季節ごとに『星
空観賞会』などの大きなイベントも随時開催されています。そのひとつが『洋画字
幕翻訳コンテスト』。　　
これは企画発案、準備、先生方への依頼、広報･･･ひとりの学生さんの頑張りが成功
へと導きました。昨年12月に第1回目を実施。好評を博したこの企画の第2回目が現
在進行中、先週から応募が始まっています。それに先立ち、この映画を観たことの
ない方のために、5月6日（木）上映会を行いました。作品はキアヌ・リーブス主演
『イルマーレ』。映画を観賞してくれた方の中には、涙を拭う姿も･･･感動の中終了
した上映会の感想をご紹介します。〝日本語を考えるきっかけにもなるし、洋画を
観ることで手軽に異文化に触れることもできるし、一石二鳥〟〝以前から字幕翻訳
に興味があり、参加したいと願っていた〟〝英語がもっと好きになりそう〟〝映画
の選択もよいし、すごくいい企画。これからもずっと続けて欲しい〟などなど、評
価するお声を多数いただき、大変喜んでおります。
もちろん映画そのものを楽しんでいただけたのなら主催者側としては満足なのです
が、こんな声も多いのが気に掛かります。コンテストに参加しない理由として〝英
語に自信がないから〟〝翻訳は難しそうだから〟という意見。確かに『英語』『翻
訳』というと、ハードルの高さを感じる方もいらっしゃるかもしれません。ですが
この企画は英語が好きな方、得意な方のためだけにあるものではありません。そん
な私も『英語』と聞くと、萎縮してしまう方。しかし、前回辞書を片手に参加させ
ていただき、英語のおもしろさを改めて知ることに繋がりました。苦手だから･･･な
んて参加を見送るのはもったいない！ぜひぜひ挑戦してみてください!!応募は5月19
日（水）まで受け付けています！
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